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▶ 活動報告 「地域活性化の方向性」の作成に向けたグループワーク ・・・・・・・・・・・１頁 

▶ 活動報告 旧北本町ガス供給所地下水水質調査の結果報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・２頁 

活動報告「地域活性化の方向性」の作成に向け 

      グループワークを行いました 

これからもずっと、高田区で大切にしていきたいことは？ 

 

 協議会では、市からの依頼を受け現在、「地

域活性化の方向性」の作成に取り組んでいま

す。 

まずは、地域の皆さんの声を伺おうと、こ

れまで４回、市議会議員、福祉、商店街、子

育て・若者、各分野から関係者をお招きして

学習会を開催してまいりました。そこでいた

だいた貴重なご意見を参考に、地域活性化に

つながる高田区の個性や特性、地域の課題解

消などを整理し、地域活性化の方向性をまと

める予定です。 

７月から９月に開催した地域協議会では、

委員が３つの班に分かれて話し合い、それぞ

れの案を作成しました。今後、一本化に向け

て全体協議を進め、２月の完成を目指します。 
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地域において特に重視したいことなど

を簡潔にまとめたものです。 

地域協議会において地域活力の向上に

向けた議論を進めるに当たって、委員間

の認識の共有、地域協議会と市の認識の

共有、また、市の取組の企画の参考とする

ことを目的としています。 

≪〇〇区の地域活性化に向けて≫ 
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〇〇という特性をいかして 
△△△します。 

【基本形】 

方向性を下支えする 
個性・特性、取組みなど 

方向性 
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活動報告 旧北本町ガス供給所 地下水水質調査結果報告 

ガス水道局から「異常なし」と報告がありました 

 

 ７月１８日に開催した第４回地域協議会に

おいて、ガス水道局から旧北本町ガス供給所

の地下水水質調査の結果報告がありました。

この調査は平成２７年以降、毎年実施してき

たもので、ガス水道局が同供給所跡地の利用

を検討する中で土壌調査を実施し、有害物質

が基準値を超えたことを受けて開始したもの

です。現在まで調査結果は地下水基準を満た

しており、今回の報告でも有害物質は検出さ

れなかったと報告がありました。 

■ 国のガイドラインの改正を受けて 

平成３１年４月、「土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライン」の改正に

より、水質調査を5年以上継続し、かつ、直近の2年間において年4回以上実施し、今後、基

準値を超えるおそれがなければ調査を終了することができるとされました。 

これを受けて、ガス水道局では令和5年度、6年度にそれぞれ年４回の調査を実施し、今

後、基準値を超えるおそれがないことを確認した場合に、調査を終了する方針も示されまし

た。９月19日の協議会では、今年度２回目の調査結果でも有害物質は検出されなかったと文

書で報告がありました。 

高田区地域協議会を傍聴してみませんか？
高田区地域協議会は月１回程度、福祉交流プラザ２階の第１会議室 

（寺町２丁目２０番１号）を会場に開催しています。 

地域協議会は公開しており、どなたでも傍聴できますので 

お気軽にお越しください。開催日については、市のホーム 

ページでお知らせしています。また、内容も含め詳細につ 

いては、南部まちづくりセンター（TEL025-522-8831）へ 

お問い合わせください。 

〇直近の調査結果（試料採取日：令和５年８月２３日） 

調査項目名 検出値 地下水基準値 

ベンゼン 0.001（㎎/L）未満 0.01（㎎/L）以下 

シアン化合物 0.1（㎎/L）未満 ※検出されないこと 

水銀及びその化合物 0.0002（㎎/L）未満 0.0005（㎎/L）以下 

鉛及びその化合物 0.005（㎎/L）未満 0.01（㎎/L）以下 

    ※「検出されないこと」とは、その結果が定量限界（0.1㎎/L）を下回ることをいいます。 

 

▲ガス水道局施設課の飯塚課長が説明 


